三 右衛門の I 
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芥川龍之介 



ぶんせい しわす か が さいしょ うはるな が けらい 

文政 四 年の 師走で ある。 加賀の 宰相 治修の 家来に 

ちぎょう こく うま まわ やく ほそい さんえ もん 

知行 六 百 石の 馬 廻 リ役を 勤める 細 井 三 右衛門と 云う 

さむらい きぬがさた へ え かずま はた 

侍 は 相役 衣笠 太 兵衛の 次男 数 馬と 云う 若者 を 打ち 果 

した。 それ も果し 合い をした ので はない。 ある 夜の ぼ 

の 上刻 頃、 数 馬 は 南の 馬場の 下に、 謡の 会から 帰つ 

やみう かえ 

て 来る 三 右衛門 を 闇打ちに 打ち 果 そうとし、 反って 三 

右衛門に 斬り 伏せられ たので ある。 

はる. J.10 か 

この 始末 を 聞いた 治 修は三 右衛門 を 目通りへ 召す よ 

うに 命じた。 命じた の は 必ずしも 偶然で はない。 第一 

そうめい しゅ 

に 治修は 聡明の 主で ある。 聡明の 主 だけに 何 ごとに よ 

らず、 家来 任せと いう こと をし ない。 みずから ある 判 



いしと ぞ。 

「その後 富士 司の 御鷹 は 柳 瀬 清，， 八の 掛 りと なりし に、 

一 時 病み 鳥と なりし こと あり。 ある 日 上様 清 八 を 召さ 

やまい おおせられ のち 

れ、 富士 司の 病 はと 被 仰し 時、 すでに 快癒の 後な り 

しかば、 すきと 全治、 ただいま では 人 を も把リ 兼ね ま 

せぬ と 申し上げし 所、 清 八の 利口 を や 憎ませ 給い けん、 

夫 は 一 段、 さらば 人 を 把ら せて 見よ と 御意 あり。 清 八 

じらい おの むすこ せいたろう てんがく え 

は 爾来 やむ を 得ず、 己が 息子 清 太 郎の天 額に たたき 餌 

小 ごめ 餌な ど を 載せ 置き、 朝夕 富 士司を 合せければ、 

鷹 も 次第に 人の 天 額へ 舞い 下る 事 を 覚え こみぬ。 清 八 

は 取り 敢ず御 II 匠 小頭より、 人 を 把る よしを 言上 し 



みょうにち ぱ ば おもむ 

ける に、 そ は 面白 からん、 明日 南の 馬場へ 赴き、 茶 

おおば じゅう げん ごさた たつ こく 

坊主 大場 重玄を 把ら せて 見よ と 御沙汰 あり。 辰の刻 頃 

しゅ つぎよ 

より 馬場へ 出御、 大 場重玄 をまん 中に 立た せ、 清 八、 

鷹 をと 御意 ありし かば、 清 八 はこ こぞと 富 士司を 放つ 

まいちもんじ つか 

に、 鷹 はたち まち 真一文字に 重 玄の天 額 を かい 摑 みぬ。 

まる あ まる 

清 八 は 得たり と 勇み をな しつつ、 圜 揚げ (圜ト ハ鳥ノ 

きも いう さすが せきしゅ 

肝ヲ 云) の 小刀 を 隻手に 引抜き、 重 玄を剌 さんと 飛び 

うえさま やなせ ぎょい 

かかりし に、 上様に は 柳 瀬、 何 をす ると 御意 ぁリ。 清 

八 はこの 御意 を も 恐れず、 御鷹の 獲物 はか かリ 次第、 

まる さ 

圜を 揚げねば なり ませぬ と、 なお も 重 玄を剌 さんと せ 

し 所へ、 上様に はたち まち 震 怒し 給い、 筒 を 持てと 御 



そのほか は 何も ございませぬ ご 

そこに また 短い 沈黙が あった。 

「では どうじ やな、 数 馬の 気質 は？ 疑い深い とで も 

思った こと はない か？」 

「疑い深い 気質と は 思 いませぬ。 どちら かと 申せば 若 

あ, つ 

者ら しい、 何 ごと も 色に 露わす の を 恥じぬ、 その 

代りに 多少 激し 易い 気質だった かと 思います る ご 

三 右衛門 はちよ つと 言葉 を 切リ、 さらに 言葉 をと 云 

と ヽ， き 

うより は、 吐 息をする ようにつ け 加えた。 

「その上 あの 多 門との 試合 は 大事の 試合で ございまし 

た ご 



かずま いしゅ 

「数 馬の 意趣 を 含んだ の はもつ ともの 次第で ございま 

ぎょうじ え こ ふるま 

する。 わたくし は 行司 を 勤めた 時に、 依怙の 振舞い を 

致しました ご 

治修 はいよ いよ 眉 を ひそめた。 

さいぜん わけ 

「そち は 最前 は 依怙 は 致さぬ、 致す 訣 もない と 申した 

ようじ やが、 …… 」 

「そのこと は 今 も 変り ませぬ ご 

ひとこと じゅっかい 

三 右衛門 は 一 言ず つ 考えながら、 述懐す るよう に 

\5 し士冗 ナ」 こ。 

一 一 一一 口し， fel^t , 

「わたくしの 依怙と 申す の はそう 云う ことで は ござい 

ませぬ。 ことさらに 数 馬 を 負かしたい とか、 多 門 を 勝 



また 多 門の 小手 を 打ちました。 わたくしの 依怙の 致し 

はじめは この 剎那 でございまする。 わたくし は 確かに 

その 一 本 は 数 馬の 勝 だと 思いました。 が、 勝 だと 思う 

や 否や、 いや、 竹刀の 当り かたは 弱かった かも 知れぬ 

と 思いました。 この 二度目の 考え はわた くしの 決断 を 

鈍らせました。 わたくし はとうとう 数 馬の 上へ、 当然 

挙げる はずの 扇 を 挙げずに しま つたの で) J ざいます る _ 

二人 はまた しばらくの 間、 正眼の 睨み合い を 続けて 

かずま たもん こ て 

居りました。 すると 今度 は 数 馬から 多 門の 小手へ しか 

けました。 多 門 は その 竹刀 を 払い ざまに、 数 馬の 小手 

へ はいりました。 この 多 門の 取った 小手 は 数 馬の 取つ 



り も 先だった かも わかり ませぬ。 けれども とにかく 相 

打ち をした 二人 は 四 度 目の 睨み合い へ はいりました。 

すると 今度 もし かけた の は 数 馬からで ございました。 

数 馬 はもう 一 度 突 を 入れました。 が、 この 時の 数 馬の 

竹刀 は 心 もち 先が 上って 居りました。 多 門 は その 竹刀 

の 下 を 胴へ 打ち こもうと 致しました。 それから かれ こ 

ごう しのぎ けず 

れ十 合ば かり は 互に 錶を 削りました。 しかし 最後に 

入リ 身に なった 多 門 は 数 馬の 面へ 打ち こみました。 … 

…：- J 

「その 面 は？」 

「その 面 は 見事に とられました。 これ だけ は 誰の 目に 



も 疑いの ない 多 門の 勝で ございま する。 数 馬 はこの 面 

のち 

を 取られた 後、 だんだん あせり はじめました。 わたく 

し は あせる の を 見る につけても、 今度 こそ は ぜひとも 

数 馬へ 扇 を 挙げた いと 思いました。 しか しそう 思えば 

思う ほど、 実は 扇 を 挙げる こと を ためらうよ うになる 

ので ございま する。 二人 は 今度 もしば らくの 後、 七 八 

合ば かり 打ち合いました。 その内に 数 馬 はどう 思った 

たい あた 

か、 多 門へ 体当り を 試みました。 どう 思った かと 申し 

ひごろ 

ますの は 日頃 数 馬 は 体当りな ど は 決して 致さぬ ゆえで 

ございま する。 わたくし ははつ と 思いました。 また 

はっと 思った の も 当然 のこと で > J ざ いました。 多 門 は 



体 を 開いた と 思う と、 見事に もう 一 度 面 を 取りました _ 

あ T- ナ 

この 最後の 勝負 ほど、 呆気なかった もの は ございませ 

ぬ。 わたくし はとうとう 三度と も 多 門へ 扇 を 挙げてし 

まいました。 わたくしの 依怙と 申す の はこう 云う 

ことで ございま する。 これ は 心の 秤から 見れば、 云 

わば 一 毫を 加えた ほどの 吊 合いの 狂い かも わかり ませ 

ぬ。 けれども 数 馬 はこの 依怙の ために 大事の 試合 を 

しそん かずま うら 

仕損じました。 わたくし は 数 馬の 怨ん だの も、 今 は ど 

なりゆき 

う やら 不思 議 のない 成 行だった ように 思って 居ります 

る ご 

さと 

「じ やが そちの 斬り 払った 時に 数 馬と 申す こと を 悟つ 



語リ 終った 三 右衛門 はい まさらの ように 頭 を 垂れ 

た。 額，" に は 師走の 寒さと 云う のに 汗 さえ かすかに 

きげん はるな が おおよう 

光って いる。 いっか 機嫌 を 直した 治修は 大様に 何度も 

うなす 

頷 いて 見せた。 

「好い。 好い。 そちの 心底 はわ かってい る。 そちの し 

たこと は 悪い ことか も 知れぬ。 しかし それ も 詮ない こ 

のち 

とじ や。 ただこの 後 は 」 

治修は 言葉 を 終らずに、 ちらりと 三 右衛門の 顔を眺 

めた。 

「そち は 一太 刀 打った 時に、 数 馬と 申す こと を 知った 

ひ.. B 

のじ やな。 では なぜ 打ち 果 すの を 控えなかった の 



じ や？」 

こうぜん 

三 右衛門 は治修 にこう 問われる と、 昂然と 浅黒い 顔 

を 起した。 その 目に はまた 前にあった、 不敵な 赫き 

も 宿って いる。 

「それ は 打ち 果 さずに は 置かれ ませぬ。 三 右衛門 は 御 

家来で は ございま する。 と は 云え また 侍で も ございま 

する。 数 馬 を 気の毒に 思いましても、 狼藉者 は 気の毒 

に は 思い ませぬ ご 

(大正 十二 年 十二月) 
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